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Table1 力の大きさの対応と分担ル・バーとの関係  
 力の大きさの対応  
分担問題  あり なし 合計  
正答  8 5 13 
ル・バー 1 23 24 
その他  0 2 2 





























































































































































































































































Figure5 モデル図と実測の相補関係  
 
 
 
の相補関係を想定することにより説明することができる（Figure5）。  
モデル図は，指示対象と幾何学的一致の関係にあるため，具体的な事例
を離れて，モデル図上で変数値の変化の仕方を確認することができる。こ
の特徴は，ルールの一般化可能性を促すうえで有効に働くものの，初学者
にとっては，幾何学的一致の関係の利用が困難であるため，モデル図の読
み取りや作図が難しくなるという弱点にもなりうる。  
モデル図のこの弱点を補うのが実測である。実測は，学習者にル・バー
を参照させない経路で，モデル図と指示対象の変化の仕方の一致を示す強
力な証拠を与える。これにより，幾何学的一致の関係の利用を促すことが
できる。その一方で，実測状況には豊富な特徴が含まれているため，ルー
ルの一般化可能性を低めてしまうという弱点がある。この弱点は，モデル
図があることで補われる。幾何学的一致の関係を利用可能になった状態で，
モデル図に立ち返り，モデル図上でルールの変数間に成り立つ関係性を確
認することにより，ルールの変数へと学習者の注意を方向づけることがで
きる。そのため，ルールの一般化可能性が高められると考えられる。  
以上のように，本論文は，幾何学的一致の利用可能性を想定し，モデル
図に即して思考することの難しさを心理学的に説明した点，さらに，学習
者をルールの変数に注目させ，ルール表象の適切な抽象化を促すことが，
補完 
 
補完 
11 
 
ルールの一般化可能性を高めるうえで重要であることを示した点が，教育
心理学研究として意義深いと考えられる。  
ただし，モデル図と実測を組合せれば，常に上述した効果が得られるわ
けではなく，少なくとも 3 つの制約条件があることが明らかになった。ま
ず，実測するルールの変数値として，ル・バー抵触値と非抵触値の両方を
実測する必要があることが示された。次に，望ましい学習者の態度として，
提示されたモデル図固有の特徴に注目するのではなく，実測状況と対応づ
けることが重要であることが明らかになった。さらに，活動の順序性とし
て，モデル図と実測結果の一致を確認後に，モデル図上で変数間の共変性
を確認する，という順序に則って進めることが重要であることが示された。
このように，モデル図と実測を組合せた教授方法を提案し，その効果と規
定要因を同定した点に，本論文の教授学習研究としての意義があるといえ
る。  
最後に，本論文の限界と今後の課題を述べた。本論文では，学習者自ら
が作図をし，その結果に基づいて課題解決を行うというような，学習者が
モデル図を使いこなしていく過程を明らかにできなかった。また，ル・バ
ー以外の知識と処遇との関係を十分に検討することもできなかった。本論
文は，これらの点に限界があるといえる。これらの限界と本論文の知見を
踏まえ，今後は，図の効果の研究において，学習者の背景知識の質的側面
に着目したアプローチを採用すること，および，ルール学習研究において，
ルール表象の抽象度と表象操作可能性の関係や，ル・バーとの関係を解明
する研究が必要であることを指摘した。  
